２０１２年５月５日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第５章１１～２０節

・勉強：第２章第１７、１８、２０、２２節、３３－３６節
　前回はギーター第２章の5つのテーマのうち、「なぜアルジュナは戦わなければならないか」について要約しました。
「道徳的な戦いとは何か」について、ヒンドゥー教の聖典にもとづいて説明しました。
クリシュナがアルジュナに教えたのは、戦いの方法ではなく哲学でした。
戦いに勝ち王になっても、敗れて天国に行っても、どちらも永遠ではありません。

何が永遠、無限なのかを追求するのが哲学であり、ギーターの教えでもあります。
今日は第2章のテーマのうち、アートマンについて話します。
戦いとアートマンと何の関係があるのか、一見奇妙にも思えますが、これがクルクシェートラの戦いの特徴であり、普通の戦いとの違いです。
軍隊の司令官が戦うことに消極的な兵士を叱咤激励することはよくありますし、それはクリシュナも同じです。しかし、そこから先が違います。
普通の将軍はアートマンについては話しません。

アルジュナが戦いをためらった理由は、自分の親戚や友人を殺すことにより、罪を犯すことを恐れたからでした。
アルジュナは、人を殺せばその人は死ぬと思っていました。
クリシュナがアートマンについて語ったのは、人を殺してもその人は本当に死にはしない、ということを教えるためです。
人を殺してもその人の肉体(粗大な体)がなくなるだけであり、精妙な体や魂はなくなりません。

このことを説明するために、クリシュナはアートマンに言及したのです。

内なる自己アートマンは永遠であり、精妙な体も解脱の時までなくなりません。

クリシュナの話の目的は、たとえ親しい人達を殺してしまったとしても、彼らは本当になくなってはいないのだと説明することにより、アルジュナの苦悩を取り除くことでした。
「肉体は死んでも人はなくならない」ということを口先だけで語ったり、浅いレベルで理解したりしても、苦しみ悲しみはなくなりません。

しかしこの真理を本当に理解して、心の底から信じることができれば、苦悩は消滅します。

アートマン(Atman)は2つのサンスクリット語、動詞at(遍在する)と接尾辞maninの合成語です。

アートマンは「遍在する」の意味であり、この点でブラフマンと同じです。
サンスクリットの有名な言葉にSarvam Khalvidam Brahma (全ては実にブラフマンなり)があります。
アートマンも遍在です。遍在ですからなくなりません。アートマンには2つの姿があります。
シュッダ・アートマン(Shudda Atman)とジーヴァ・アートマン(Jiva Atman)です。

シュッダは「純粋な」、ジーヴァは「個人的な」という意味です。
シュッダ・アートマンは「純粋な意識」という意味ですが、では「意識」とはなんでしょう？

我々は「意識」という言葉をよく使いますが、その「意識」とはなんでしょうか？

物質には意識がありますか？　我々は意識を持っていますか？

厳密に定義するのは難しいですが、なるべく平易に説明すると、意識があれば我々は話したり、見たり、考えたり、想像したり、記憶したり、理解したり、動いたりすることが出来ます。

意識がなければ何もできません。そこが生き物と物質との違いです。

肉体は物質ですが、我々の中に意識があるので、その力を借りて活動することができます。
シュッダ・アートマンは意識ただそれだけを指しますが、ジーヴァ・アートマンは意識、心、体を合わせたものを指します。我々は皆ジーヴァ・アートマンです。

内なる自己もありますが、それに加えて「自分は肉体である、心である、知性である、感覚である」という自覚もあるので、純粋ではありません。
これが、シュッダ・アートマンとジーヴァ・アートマンの違いです。

第17節を見て下さい。

万有にあまねく充満しているもの(＝魂)は、決して傷つきもせず壊されもしない。いかなる者といえども、不滅の魂を破壊することはできないのだ。

ここで重要な言葉が2つ出てきます。アヴィナーシ(a-avinashi)とアヴャヤ(a-vyaya)です。

「1」 は否定の接頭辞であり、ヴィナーシは「なくなる」、ヴャヤは「衰える」の意味なので、
アヴィナーシは「なくならない」、アヴャヤは「永遠である」という意味になります。

アートマンはなくならず、永遠だということです。

ヴィナーシはさらに2つに分けられます。ある状態が変化することもヴィナーシです。

ヒンドゥー哲学では5元素ですが、現代の科学ではもっと多くの元素について説明しています。

我々の認識するすべてものは複数の元素の組み合わせですが、それらをバラバラに分解して元の元素に戻すと、なくなってしまいます（認識できなくなります）。

たとえば水は水素と酸素から成り立っていますが、その水を水素と酸素に分解すると水としては存在しなくなります。これがヴィナーシ「なくなる」のひとつの意味です。
もう一つのヴィナーシの意味は、元の元素の状態に戻るのではなく、次の状態に変わること。

たとえばミルクがヨーグルトになることもヴィナーシです。

アートマンはこのヴィナーシの二つの意味のいずれとも無縁です。

「変化」に関してヒンドゥー哲学には二つのアイデアがあります。

（1） Parinambad 　　　(本性は変わらないが状態が変化する)

（2） Vivartabad　　　 (変化しているように見えるが本当は変化していない)
Parinambadの例としては先にあげた牛乳⇒ヨーグルトもそうですが、Ｈ２Ｏという組み合わせは変わらずそのままでも、固体(氷)、液体(水)、気体(水蒸気)と形を変えるというのもひとつの例です。
Vivartabadは非二元論にもとづく「変化」についての考え方で、暗闇でロープを蛇と間違えるというのが有名な例です。
名前と形の変化はまぼろしであり、そのまぼろしが見えるのは我々が無知のため幻惑されているからである、という考え方です。
アートマンは変化しない(アヴィナーシ)のに、我々は喜んだり、悲しんだり、怒ったり変化しているように見えますが、それは心が変化しているだけであり、その心を自分と同一視するのが無知の影響なのです。第18節を見て下さい。

いかなる物質体もいつかは壊れるが、その中にあると言われる魂は、無限大でしかも不滅なのだ。故にバーラタ王の子孫(アルジュナ)よ！心置きなく戦うがいい！

人の姿には一時的な姿と永遠な姿の二つがあります。
もっとも一時的な姿が粗大な体(肉体)であり、精妙な体はそれよりも長く続きますがやはり有限であり、アートマンのみが永遠です。

アナーシ(Anasi)はアヴィナーシと同じく「なくならない」の意味です。

プラメーヤ(prameya)は「無限」を表します。

クリシュナはアルジュナに、相手を殺しても魂は殺せないことを教えます。
次は第20節です。

魂(真我アートマン)は生まれることも死ぬこともなく、かつて現われたこともなくこれから現れることもない。それは、生まれもせず永遠にあり続ける最も古い存在で、たとえ肉体が壊れても、壊されることはない。

Najayate　　　　　　　　生まれることがない(始まりがない)
Namriyate　　　　　　　 なくなることがない(終わりがない)
Ajah　　　　　　　　　　生まれていない
Nityah　　　　　　　　　永遠である
Sasvatah　　　　　　　　変化しない
Puranah　　　　　　　　 いつも同じ
全てアートマンの特徴です。先程話した変化のなかで、元素に戻る変化ではなく、次に進む変化には個人レベルで6つの段階があります。

1 Jayate                    生まれる
2 Asti　　　　　　　　　　　存在する
3 Vardhate　　　　　　　　　成長する
4 Viparinamate　　　　　　　変化する
5 Apakshiyate　　　　　　　 衰える

6 Nashyati　　　　　　　　　死ぬ

この6つは体の変化であり、アートマンとは関係ありません。

肉体がなくなっても魂はなくならないというアイデアは、第2章の中に何度も繰り返し現れます。
人は肉体が滅びるとき、「私は死ぬ」という感覚にとらわれ、そのため死の恐怖に襲われます。

人の本性である内なる自己は永遠で不滅ですが、無知の影響で自分と肉体を同一視してしまうのが原因です。

ところで、自分は永遠であることを忘れて自分を肉体と同一視して、死を恐れている主体は何でしょうか？ 

肉体ではありません、生命エネルギーではありません、感覚ではありません、心ではありません、知性ではありません、記憶ではありません、それは自我(アハン)です。

精妙な体には色々なレベルがありますが、そのなかの最後のレベルである自我がこの誤った同一視の主体であり、責任者です。

子供から大人になるにつれ、肉体は変化します。心も子供時代と大人では違います。

ただし「私、私の」という感覚は一生を通して変化せずに続き、これが自我です。
自我はアートマンとは違います。次は第22節です。
人が古くなった衣服を脱ぎ捨て、新しい別の衣服に着替えるように、魂も、使い古した肉体を捨て去り、新しい肉体を纏っていくのだ。

有名な一節です。
蛇が脱皮するように、我々も古い肉体を捨て新しい肉体に着替えます。

このことは非常に論理的ですが、ただ頭で理解するだけで本当に理解して心の底から信じられなければ、死の恐怖は拭い去れません。しかしもちろん最初の段階では、頭で理解することが必要です。
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